
○JR総武線 本八幡駅・下総中山駅 徒歩15分　○都営新宿線 本八幡駅 徒歩20分
○京成線 鬼越駅 徒歩10分　○車 京葉道路京葉市川インター下車5分
※駐車場はありますが、できるだけ公共交通機関をご利用ください。
※JR本八幡駅北口よりコルトンバス（無料）もご利用いただけます。

式
場
隆
三
郎
（
し
き
ば
・
り
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う
）

（
一
八
九
八―

一
九
六
五
）
新
潟
県
中
蒲
原
郡
五
泉
町
（
現
・
五
泉

市
）
に
生
ま
れ
る
。
新
潟
医
学
専
門
学
校
（
現
・
新
潟
大
学
医
学
部
）

在
学
中
、『
白
樺
』
に
影
響
を
受
け
、
文
化
団
体
「
ア
ダ
ム
社
」
を

結
成
。
柳
宗
悦
、
武
者
小
路
実
篤
ら
の
知
遇
を
得
る
。
昭
和
一
一
年

（
一
九
三
六
）
市
川
市
に
移
り
住
み
、
国
府
台

病
院
（
現
・
式
場
病
院
）
を
設
立
。
二
〇
〇
冊

を
超
え
る
著
書
の
執
筆
、
ゴ
ッ
ホ
の
研
究
や
複

製
画
展
、
山
下
清
の
支
援
・
紹
介
活
動
の
ほ
か

多
彩
な
活
動
を
行
っ
た
。
な
お
、
市
川
市
と
バ
ラ

文
化
の
淵
源
は
式
場
病
院
の
バ
ラ
園
に
あ
る
。

＊
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
竣
工
。
基
本

設
計
は
柳
宗
悦
、
実
施
設
計
と
現
場
監
理

は
濱
田
庄
司
。
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）

一
〇
月
一
四
日
に
、
竣
工
当
初
の
建
物
と

増
築
部
分
の
一
部
（
建
築
面
積
一
八
〇
㎡
）

が「
式
場
隆
三
郎
家
住
宅 

一
棟
」と
し
て
、

文
化
財
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
国
の
文
化

財
登
録
原
簿
に
登
録
さ
れ
た
。
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式場隆三郎
と民藝運動

「式場隆三郎家住宅」
国登録有形文化財・登録記念企画展

民
藝
運
動
と
は
、
大
正
時
代
末
期
に
柳
宗
悦
（
一
八

八
九―

一
九
六
一
）
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
生
活

文
化
運
動
で
す
。
柳
ら
は
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に

あ
る
生
活
道
具
を
民
衆
的
工
藝（
民
藝
）と
名
付
け
、

そ
こ
に
健
全
な
美
が
多
く
宿
る
と
し
、
そ
の
美
を

生
活
に
活
か
す
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

精
神
科
医
・
式
場
隆
三
郎（
一
八
九
八―

一
九
六
五
）

も
、
柳
ら
と
共
に
初
期
か
ら
運
動
の
発
展
に
尽
力

し
た
一
人
で
す
。

式
場
が
民
藝
運
動
に
本
格
的
に
参
入
し
た
の
は
市
川

在
住
時
代
で
す
。
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
一
〇

月
に
開
館
し
た
日
本
民
藝
館
に
品
物
が
「
活
々
と
」

並
ぶ
光
景
に
大
き
く
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
自
ら
の
内

に
豊
か
な
空
想
や
創
造
力
が
生
ま
れ
る
の
を
実
感

し
ま
し
た
。
こ
の
後
式
場
は
徐
々
に
民
藝
と
の
関
係

を
深
め
、
柳
や
陶
芸
家
・
濱
田
庄
司　
（
一
八
九
四

―

一
九
七
八
）
ら
に
住
宅*

の
設
計
・
建
築
を
依
頼
。

同
一
四
年
（
一
九
三
九
）、
新
た
に
創
刊
し
た
機
関

誌
『
月
刊
民
藝
』
の
編
集
の
任
に
就
き
、
精
力
的
な

活
動
を
は
じ
め
ま
す
。

本
展
で
は
、
初
公
開
と
な
る
式
場
の
柳
宛
書
簡
（
日

本
民
藝
館
所
蔵
）
や
著
作
、
工
藝
品
等
約
二
〇
〇

点
を
通
し
て
、
式
場
が
民
藝
運
動
に
「
活
き
た
」

道
筋
を
「
礎
」、「
活
」
の
二
部
構
成
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

み
ん
げ
い
う
ん
ど
う

や
な
ぎ
む
ね
よ
し

し
き
ば
り
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

い
き
い
き

は
ま
だ
し
ょ
う
じ

し
ら
か
ば

な
か
か
ん
ば
ら
ぐ
ん
ご
せ
ん
ま
ち

む
し
ゃ
の
こ
う
じ
さ
ね
あ
つ

ち
ぐ
う

式場隆三郎邸 令和4年（2022）


